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家畜排池物等廃棄物のエネルギー化等廃 物

システム(農林バイオマスZ号機）オイム

農林バイオマス2号機は家畜排せつ物などの廃棄物をガス化し、発電と熱利用を行うエ

ネルギー化システムです。高水分のバイオマスを化石系エネルギーをほとんど使わずに乾燥

し、不完全燃焼方式で熱分解しガス化します。発生ガスの可燃成分は一酸化炭素20%、水

素10%で、このガスで発電を行い、廃熱で食品残さなどを乾燥し飼料として利用します。

実用規模は処理量30t/日で、発電能力400kW、総合熱効率70%を想定しています。

|’・カス化方式 ’
ダウンフロー方式の熱分解ガス化炉で、

900C以上の温度で不完全燃焼させることによ

り、バイオマスを一酸化炭素や水素、メタンな

どの可燃'性ガスに変換します。

’一
･三次空気を送ると熱発
生炉(焼却炉）

･三次空気を遮断すると

不完全燃焼型の熱分解
ガス化炉

「諏亮男忘1函テ

|揮発分懲焼ゾー ﾝ｜

＞～1Z00℃二次空気

固定炭素煙焼ゾーン

完全健焼ゾーン元＝堅深ソー

卜'黙憩蟹｢三茨璽気司

’2.燃料の改質

バイオマスをガス化させる場合、きれいな燃

焼用ガスをえるためには900C以上の温度が必

要です｡木材が原料の場合は問題ありませんが、

家畜排池物を原料とする場合は温度によって

は、右図のように溶融現象が発生する場合があ

ります。このため、石灰を添加し溶融を防ぎま

す。
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正常燃焼一部溶融完全溶融
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，B､エネルギー化システム

ガス化原料は堆肥発酵や太陽熱により乾燥し、石灰を添加しペレットに成型してからガス化し発電

を行います。処理規模30t/日で廃熱を有効利用することにより17円/kWhが達成できる見込みです。
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ふん尿生ゴミ

廃棄物系バイオマス
（水分50-70％）

発酵乾燥(水分40-50％）ハウス乾燥(水分25％）
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成型処理 粉砕･異物除去

｡1

I当
》

０ ■

熱分解ガス化(ガスは水洗処

理）且
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廃熱乾燥機

(食品残さを飼料化）

発電

且燃焼灰

(P,K肥料とし
て利用）

農林バイオマス2号機の処理システム
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